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院長

Kourin Kuwahara

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましてはお健やかに新年を迎えられたこととお喜び申し
あげます。2021年の年頭にあたりご挨拶を申しあげます。
　昨年は年明けからしばらくした後に横浜港に停泊した客船ダイアモンド
プリンセス号における新型コロナウイルスの集団感染に端を発し、2月下旬
には熊本県内でも最初の感染者が確認されました。東京オリンピックや各種
のスポーツ・イベントも中止や延期を余儀なくされ、今や昔の感もあるのです
が、ゴールデンウイーク中の「巣ごもり生活」を経て一旦は感染者数の増加が
頭打ちとなったものの夏以降に感染者が再度増加し、有効な治療薬やワクチン
が開発されていない時点においては、例年には無い形での年末・年始を
すごされた方も多いのではないかと思います。
　私は2020年4月に前任の川上名誉院長から院長職を引き継ぎ、それから
半年以上経過しました。就任早 よ々り目に見えない、そして正体がつかめない
新型コロナウイルスという強敵への対応や、慣れない病院の運営等に頭を
悩ませられることも多いのですが、その中で改めて私を支えてくれる当院の
同僚やスタッフ達の存在に感謝し、これまで当院の発展に尽力された先輩方
に畏敬の念を抱いています。
　スタートダッシュで出遅れた分を取り返したい気持ちもあるのですが、
2021年今年は丑年です。丑年には先を急がず目前のことを着実に進めること
が将来の成功につながっていくと言われているようです。新年を迎え今年の
目標として、初心に立ち返り当院が理念として掲げる地域社会への貢献と、
より多くの患者様が住み慣れた環境で平穏な生活ができるように、理想の
医療に向かって一歩一歩前進したいと思います。
　今年もどうぞよろしくお願いします。

あけましておめでとうございます。

新型コロナウイルス感染症に終始した2020年

今年も大変な状況が続きますが、これまで以上に日々精進してまいりますので

どうぞよろしくお願い申し上げます。

熊本リハビリテーション病院スタッフ一同
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　新年あけましておめでとうございます。
　コロナに明け暮れた一年が過ぎ、終息が見られないままに新しい年を迎えま
した。しかし、この状況を打破するため、世界中が研究と努力を重ねています。
私たちも可能な限りの感染予防対策をして、それぞれができる努力を重ねていき
ましょう。トンネルの先には、光が見えると信じて歩みを進めましょう。
　僕はこの熊本リハビリテーション病院に勤務させて頂いて今年で9年目になり
ますが、この病院の第一印象は、職員の皆様が心あたたかいことでした。この
病院の職員の皆様と受診される患者様の間に流れるあたたかい雰囲気が、
僕は大好きです。このようなコロナ禍にありながらも当病院が成り立っていける
のは、職員の皆様、そして職員の家族の皆様のご尽力ご協力によるものと感じて
おります。心より感謝申し上げます。
　医療はチームで行うものです。ひとりひとりがそれぞれの持ち場でプロとして
自覚と責任ある仕事をすることが大切です。立場が違えば、意見が異なることも
あるかもしれませんが、「患者様のために」という共通の想いがあれば、意見を
かよわせてより良い医療の提供ができると思うのです。患者様本位の病院を
目指すためには、患者様と接点の多い最前線の職員の皆様が核となります。
私も職員の皆様が働きやすいように全力でサポートしたいと考えておりますので、
皆で想いの方向性を一致させ、患者様の立場で考え、選ばれる病院になるよう
に今年も頑張っていきましょう。本年もどうぞよろしくお願いいします。

　新年、あけましておめでとうございます。旧年中は大変
お世話になりました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。昨年4月1日に副院長を拝命いたしました。開院以来、
歴代の院長・副院長が築きあげてこられた病院機能や地
域との連携を、桑原院長はじめ関副院長・田中副院長と
ともに引き継ぎ、さらに発展させていくことに、これまで以上に
尽力してまいります。2003年8月からリハビリテーション科専
門医として勤務しておりますが、病院の、「急性期医療から
生活期の疾病予防・介護予防まで総合的に支援できる
リハビリテーション病院」という変わらぬビジョンのもと、院内
の多くの診療科の先生方とはもちろんのこと、地域の医療
機関の先生方と連携しながら、患者様に早期から充実した
リハビリテーション医療を行うことを使命としております。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症拡大のために不安に
かられた年でした。奇しくも、その年の１月に、院内感染対
策担当者の一人である外来師長と共に地域の医療機関
向け院内感染対策講習会に参加し、新年度から貢献しよ
う！、という気持ちでおりました。念の為にインフルエンザ感染
予防でマスクを着け、混雑した路面電車に乗り、会場では
知人を含めた3人で会話をしながらお弁当を食べたことが
うそのように感じます。東京会場から札幌・大阪・長崎へ配信
されたオンライン中継の講習会は初めての試みであったよう
ですが、今となっては普通になっています。
　2021年を迎え、今年はっ！とか、今年こそっ！と新たな目標
達成に燃えている方 も々多いと思います。“新しい生活様
式”、うつらない・うつさない対策をなお強いられてはおり
ますが、自分自身のさらなる成長のために皆でがんばりま
しょう！

副院長

Photo : NSさん

Takashi Seki

Chika Tanaka

副院長

Satoko Saito

　いつも大変お世話になっております。本年もよろしくお願いします。2000年
4月から当院でのリハビリテーション診療を開始し、私事ではありますが、昨年
は勤続20年で表彰いただきました。これも皆様のご協力やご支援のお蔭であ
り、紙面を借りてお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。そして、
長らく専従医を務めさせていただいている当院の回復期リハビリテーション病
棟が、今年の5月で開設20周年を迎えます。リハビリテーションが必要な方へ、
急性期～回復期～生活期という時期に応じた良質な医療・福祉サービスを
届けるために、これからも多職種で努力してまいります。
　さて、10年前を思い返すと、2011年にリハビリテーション・ケア合同研究大
会くまもと2011を開催しました。そのときのテーマ「すべての人にリハ・マインド
を届けよう」は、今でも私の心の中にあって、障がいがあってもお気に入りの場
所で自分なりに楽しく生活していただきたいと常に考えています。昨年は在宅
関連部門を生活リハセンターへ再編成し、地域包括ケアシステムをアップグレ
ードしました。新型コロナウィルス感染症の影響で若干もたついておりますが、
今後にご期待ください。
　では、次の10年は何をしようかなと考えていた矢先、カラフルなドーナツ型
のマークが頭から離れなくなりました。SDGs（持続可能な開発目標）という言
葉をご存知でしょうか。未来志向で10年後の目標を設定し、誰一人取り残さ
ないという点が、リハ・マインドに通じるものがあり、中でも「すべての人に健康
と福祉を」や「住み続けられるまちづくり」はこれまでの活動とつながっていま
す。質の高いリハビリテーションを通して広く地域の皆さまへ貢献し続けたいと
考えていますので、今後ともよろしくお願いします。

副院長
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　あけましておめでとうございます。
　2020年度を振り返りますと、withコロナ下での新しい生活様式で大きく進化したのが
リモート会議/WEB研修でした。旅費のかからないWEB研修を多く取り入れ、年間
研修費を有効に活用して多くのスタッフが研修会や学会等に参加することができま
した。リモート会議/WEB研修はスタッフ育成の新しい術になったと感じております。
　また２つの新たな研修企画にも取り組みました。１つ目は「臨床教育支援システム
構築」を目的としたグループワークです。雇用調整助成金の教育訓練を利用し4日
間、役職25名で挑んだ画期的な取り組みでした。作り上げた教育システムは、今後
リハビリの質の向上に大きく貢献できると期待しています．２つ目は、野田マネージ
ャーとリハビリ部で共同企画した外部講師による初めてのオンライン研修「仕事と
育児の両立セミナー」とその「振り返り研修」です。コロナ対策で分散開催し、院内管
理者63名、育児期職員77名がグループワークに参加しました。参加者からは育児期
職員の不安緩和ができた、学ぶことでモチベーション向上に繋がった等の行動変容
の感想も聞かれて有意義な研修となりました。
　その他、地域社会貢献活動として令和2年7月豪雨災害における被災地支援に16
名派遣しました。一方、近隣5市町村への介護予防事業へのリハビリ支援ではコロナ
感染予防の影響で207名（2019年度592名）の派遣に留まり、介護予防支援の課題
となりました。
　2021年度の目標は、地域社会貢献活動の充実です。コロナによる外出自粛、閉じこ
もりにより心身機能の低下が予想される住民に対し、介護予防事業に取り組みます。
院内においては、男性職員参加型の「仕事と育児の両立セミナー」の企画開催や、

昨年度に引き続き臨床教育支援
システムの充実を図ります。
　新年度も更に働きやすい職場
づくりと、患者さんに寄り添った質
の高いリハビリを提供できるよう
精進してまいります。
今年もどうぞよろしくお願いいた
します。

　熊本リハビリテーション病院は地域の皆様の健
康と生活に役立つサービスを提供してきました。
これからも地域の皆様に、入院でのサービス、通院
でのサービス、訪問でのサービスを通じて皆様の
お役に立てるように努めます。
　生活リハセンターは、そのなかでも自宅生活の充
実、人との交流のお手伝い、社会との交流を中心に
サービス提供を行っています。日本社会の変化：核
家族化、人口減少、高齢化などがあり、自宅生活で
の健康・生活の維持は意識していないと難しい状態
です。さらに生活習慣はひとそれぞれです。ご自分
の生活向上について、なんなりとご相談ください。
ご要望に沿えるようにしたいと思います。いつまでも
将来への好奇心を持ち、家族、まわりの人、社会と
つながりのある生活を目指したいと思います。
　昨年から、部署間の情報共有を密にして生活リハ
センターとして活動してきましたが、新型コロナ感染
症対策で十分なサービス提供ができなかったかもし
れません。今後も感染対策に配慮して、皆様の安全・
安心・社会生活のお役に立てますように活動します
のでよろしくお願い申し上げます。

生活リハセンター長

Chikahide Yadomi

リハビリテーション部 技術部長

看護部長

Yoshimi Tsuchida

Namiko Sato

　あけましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症、九州
豪雨災害、台風10号と息つく間もなく災害
に見舞われた1年でした。被災された皆様
に心よりお見舞い申し上げます。
　昨年の2月20日、福岡で行われた研修帰
りの新幹線に中で見ていたスマホニュース
で、九州で一例目の新型コロナウイルス感
染症が確認された事を知り、それから間も
なく熊本でも確認され、みるみるうちに感染
者数が増えていきました。院内においては
新型コロナ対策委員会を立ち上げ、混乱も

ありましたが院長を中心に職員全員が一丸
となって連日感染対策を講じながら現在に
至っております。入院患者様にとっては面
会や外出・外泊禁止など、非常に不自由な
入院生活をお願いしている状況であり、また
私達職員も院内における感染対策の徹底
はもちろん、日常生活においても医療従事者
としての責任ある行動としてあらゆる場面
で厳しい制限を設けている状況が長期間
続いております。
　未だ収束の兆しは見えず、今年もこの不安
や緊張感を抱えながら生活していく事になり

ますが、このような時だからこそ、皆で力を合わせて
乗り切っていきたいと思います。
　4月には今年卒業する新人看護師を多数お迎えで
きる予定です。気持ちにゆとりを持って笑顔で令和3
年度を迎える事ができるようにコロナ禍の中ではあり
ますが、新たな気持ちで頑張って参りたいと思いま
す。今年もどうぞよろしくお願い致します。
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在宅復帰支援システム
ただ いま ! series

7 ただいま！在宅復帰
支援システムとは

患者様が住み慣れたご自宅で、その人らしくいきいきと生活が送れるように、
入院時から退院後まで切れ目のない医療・介護・福祉の連携を図る取り組みです。

患者様が病院を退院して在宅生活に慣れてきた頃、新たな課題にぶつかったり、想像していた生活とは違
うことに不安を覚えたりすることがあります。当院では、患者様が入院生活から在宅生活へ移行された後も
安心・安全に日常生活を送っていただけるよう、退院後の支援として「退院後訪問（退院1ヶ月後の訪問調
査）」と「6ヶ月フォロー（電話調査）」を行っています。今回は、退院6ヶ月後にリハビリスタッフから患者様・ご
家族様へ電話を差し上げ、お困りごとの確認とアドバイスを行う「６ヶ月フォロー」についてご紹介します。

4

６ヶ月
フォロー編

熊リハ花子さん（85歳）

最近、畑へ行く時に膝の
痛みがあって、困っているのよ。

脳梗塞による軽い麻痺があります。当院を
退院され、在宅生活6ヶ月が経過しました。
退院1ヶ月後の「退院後訪問」で、手すりや
杖を使用し、安全に生活できていることが
確認できています。今回、ご自宅に電話を
して近況をお伺いしました。

膝の筋トレや膝サポーターが有効ですの
で、試してみてくださいね。通所リハビリの
スタッフにも伝えてくださいね。

日常生活で困っていることはありませんか？

自宅での役割は継続されていま
すか？退院後の目標は「洗濯物
たたみをする」でしたね。

すごいですね！ご家族も喜ん
でいらっしゃるでしょうね。

もちろんしているわよ。
食器洗いもしているのよ。

そうね。早速、試してみるわね。

電話での会話

６ヶ月フォローの
調査内容
生活で困っていることの確認
とアドバイス
自宅での役割や趣味について
社会との関わりについて
近況確認など

1

2

3

4

「６ヶ月フォロー」の
お電話です。
お元気で
したか？

そうそう。最近は、主人と一緒に地域の
カラオケサークルにも参加しているよ。

退院して６ヶ月が経過した頃、入院中の担当リハビリスタッフが患者様・ご家族様へ電話を差し上げます。

洗濯物干し、洗濯物たたみ

　食事の用意、食器洗い

　　 家事、掃除

リハビリスタッフ
困っていることとアドバイス例

物忘れのため、
夫婦喧嘩になります。 メモの習慣を継続してください。

転倒の危険性があるので
座って履いてください。

立ってズボンを履く時に
バランスを崩します。

入院中に練習した洗体ブラシを
使ってみてください。

風呂の時、体が
洗いづらいです。

水分量が少ない可能性があります。
水分補給とストレッチを行いましょう。

足がつります。

自宅での役割

外出・散歩、人との交流

　家事、家庭菜園

　　 復学・復職

社会との関わり

1 2 34 5 67 8 9＊ 0 ＃

花子さん

!

前号から引き続き、退院後の支援について紹介しました。患者様が退院された後も「退院後訪問」、「６ヶ月フォロー」を通して患者様、ご家族様が
安心して在宅生活を送れるよう、ケアマネジャーとの連携を強化し、支援していきます。困った事があれば、遠慮なくご相談ください。



シリーズ連載　くまりはN!S !T !⑨

入院中に多職種で行う栄養管理：
栄養サポートチームN!S!T!

Nutrition Support Team

くまりは

Nutrition Support Team:NST

5

リハビリテーション科副部長

サルコペニア・低栄養
研究センター長

吉村 芳弘
よしひろよしむら

［1］ Satake S, et al.  Geriatr Gerontol Int. 2020; 20: 992-993.引用文献

　フレイルとは、2014年に日本老年医学会が「Frailty（虚弱）」の日本語訳として提唱した概念である。加齢と

ともに心身が衰えた状態になることを意味し、健康な状態から要介護状態へと移行する段階だと考えられている。

　運動機能や認知機能などが低下することで、フレイルの患者は慢性疾患に合併したり、疲れやすくなる。しかし、

治療や予防などの対策をすれば要介護状態にならずに済む場合もある。高齢者のフレイルは日常生活に支障が

でるだけでなく、様々な合併症を引き起こす危険があるので早めに対処することが大切である。

フレイルは「心身の衰え」が表にでてきたもの

フレイル評価

　フレイルの予防と介入のためには医学的なフレイルの診断が必要である。しかし、フレイルの診断は現時点では必ずしも統一されていない。

　現在のところ、介護予防事業で用いられている基本チェックリストの質問を取り入れた日本版CHS基準（J-CHS）が最もよく使用され

ており、2020年にその改訂版である改訂日本版CHS基準（改訂J-CHS基準）が発表された（表1）［1］。フレイルかどうかを診断する

基準としては、①体重減少、②筋力低下、③疲労感、④歩行速度の低下、⑤身体活動の低下、の５項目が提唱されている。この５項目

のうち、1－2項目に該当すればフレイル予備軍の「前フレイル」、

３項目以上が該当すればフレイルと判定される。

　加齢とともに食事量が減少すると、体重や筋力が次第に低下し、

筋力も減少する。また、体の衰えが進んでくると、外出して人に会う

のはおろか、部屋から出ることすら面倒になるかもしれない。体の

衰弱がさらなる衰弱を呼ぶという悪循環が進むと、やがてフレイル

に至る。

フレイル評価、皆さんはいくつ該当したでしょうか？次号では、お口

のフレイルである「オーラルフレイル」について解説します。

　フレイルは、加齢による衰えの代表例である。速やかに

改善を図らなければ要介護状態へと移行する可能性は

極めて高くなる。言わば健康な状態と要介護状態の中間

に位置する状態である。すでにフレイルの症状が現れて

いる場合は、できるだけ早くその状況から抜け出し、心身

状態の改善を図ることが大事である。

　厚生労働省の研究調査班の報告書では、フレイルは

心身のぜい弱性が出現した状態ではあるものの、「適切な

介入・支援により、生活機能の維持向上が可能な状態像」

とされている。つまり、フレイルを早期に発見し、本人と家族

が状態の改善に向けて取り組めば、十分に回復が見込める

ことが重要である。

・3項目以上に該当…フレイル　・1～2項目に該当…前フレイル
・該当なし…健常（ロバスト）

フレイルの評価 改訂日本版CHS基準（改訂J-CHS基準）

項 目 評価基準
6か月で2kg以上の意図しない体重減少

握力低下：男性＜28kg、女性＜18kg

（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

通常歩行速度低下＜1.0m/秒

①軽い運動・体操をしていますか？
②定期的な運動・スポーツをしていますか？
上記の2つのいずれも「週に1回もなし」と回答

体重減少

筋力低下

疲 労 感

歩行速度

身体活動

診 断

表1

【フレイルの概念】

予備能力

要介護状態虚弱状態（フレイル）

加齢 死亡

健　康

多くの高齢者が
中間的な段階（フレイル）を経て
徐々に要介護状態に陥る
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濾
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ア
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　12月14日～16日の3日間、オンライン忘年会を行いました。
　昨年は集まっての忘年会が開催できませんでしたので、3日間
お弁当を熊リハ・サンライズの職員へ配布し、お昼の時間帯に
Zoomウェビナーで式典等の配信を行いました。
　お弁当は、KKRホテル熊本の和洋中弁当、ステーキ＆ハンバー
グ弁当、ホテル熊本テルサの和洋折衷のお弁当、水前寺にあります
フランス料理ロアジスのフレンチ弁当の4種類から希望のものを
選び、受け取り日時を3日間の中で選んでもらうようにしました。その
数合計581個！どうしても期間中休みで取りに来れない職員と
いつも当直等でお世話になっている非常勤の先生方には菊陽町の
洋菓子店木いちごの焼き菓子詰め合わせをプレゼントしました。
　当初お昼の前提でしたが夕方受け取りも多く、一人暮らしの
職員は夕ご飯に、また家族にあげる職員もいたようです。お弁当は
いずれも好評だったので嬉しいです。
　オンライン忘年会は、初日は式典として、まずは今年1月28日に亡く
なられた名誉顧問 山鹿眞紀夫先生への黙祷から始め、桑原院長
より今年を振り返り職員への労いの挨拶、介護老人保健施設サン
ライズヒル熊本施設長からも職員を励ます挨拶を配信しました。

　2日目は永年勤続表彰式を執り行い、10年、20年、30年それ
ぞれの代表者への感謝状の授与と挨拶を配信しました。最後には
入職当時の写真など懐かしい写真を動画にしたものを流した
ところ歓声が上がっておりました。
　3日目は田中副院長による景品福引大会、この日のために自ら
多くの景品を用意し本番もマイクパフォーマンスで大いに盛り
上がりました。
　コロナ禍で業務の負担も多く、またいろんな部署同士でのコミ
ュニケーションも不足する中、少しでも明るいイベントになった
のではないでしょうか。2021年も一致団結で前向きに邁進して
いきたいと思います。

オンライ
ン忘年

会を

開催しました！

Online Y
ear-end 

party

※撮影のためマスクを外しております

文：坂本和歌子（総務課）
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社会医療法人令和会
〒869-1106 熊本県菊池郡菊陽町曲手760

TEL.096-232-3111 FAX.096-232-3119熊本リハビリテーション病院

熊本I.C.
東
バ
イ
パ
ス

熊
本
県
庁

熊
本
空
港

第一空港線

第二空港線

菊陽町役場

国体道路

グランメッセ熊本

R443

GS
赤十字
病院

パーク
ドーム

益城
熊本空港I.C.

熊本リハビリテーション病院

・整形外科　・リハビリテーション科　・内科　・循環器内科
・呼吸器内科　・消化器内科　・代謝内科　・総合診療科
・脳神経外科　・脳神経内科　・形成外科  ・泌尿器科
・麻酔科  ・放射線科  ・血管外科  ・心臓血管外科
・歯科　・歯科口腔外科

病める人に愛と奉仕を
己の仕事に誇りと責任を
組織の中に英知と秩序を
そして理想の医療に向かって
一歩一歩前進しよう

MAP

１．地域ニーズに応えうる
高機能の総合リハビリテーション病院を目指します

２．患者様の権利を尊重し
満足して頂ける医療サービスを提供します

３．保健・医療・福祉の連携を推進し地域社会に貢献します

診療科目

院　　是 病　　院
基本理念

いつでもどこでも短時間で効率よく効果が
得られるながら運動第5シーズンです。
第2回は肩こり予防の紹介です。

な らが 動運
のすすめ

An Encouragement of exercise Season5《2》

・熊本整形外科病院
〒862-0975  熊本市中央区新屋敷1丁目17-1  TEL：096-366-3666
・介護老人保健施設サンライズヒル  〒869-1106  熊本県菊池郡菊陽町曲手760
TEL：096-232-5656

・南郷谷リハビリテーションクリニック  〒869-1602  熊本県阿蘇郡高森町高森2186-1
TEL：0967-62-3351

・訪問看護ステーションひまわり （熊本リハビリテーション病院併設）
TEL：096-232-3113

・指定居宅介護支援事業所サンライズヒル （熊本リハビリテーション病院併設）
TEL：096-232-3115

・通所リハビリテーション  熊リハ病院 （熊本リハビリテーション病院併設）
TEL：096-232-3970

・通所リハビリテーション南郷谷  〒869-1602  熊本県阿蘇郡高森町高森2186-1
TEL：0967-62-3351

・熊本リウマチセンター （熊本整形外科病院内）
TEL：096-366-3666

・菊池地域リハビリテーション広域支援センター （熊本リハビリテーション病院内）
TEL：096-232-3194

・事業所内保育所くまリハキッズガーデン  〒869-1106 熊本県菊池郡菊陽町曲手760
TEL.096-233-2720

関連施設

①両手を組み、天井に向かって
まっすぐ伸ばします。

②顔や体は正面を向いたまま、伸ばした手を
横にたおします。終わったら、手をおろします。

【方　法】

胸や肩の筋肉が伸ばされます。肩こりの予防と
軽減につながります。胸を広げることで、呼吸が
しやすくなります。姿勢が良くなります。

【効　果】

・大胸筋  ・僧帽筋  ・広背筋  ・腹斜筋

回 (右・左)秒

おへそを前に
出すように、
胸はできるだけ
張ります。

体をたおした時、
顔は下を向かずに
正面を向きます。

肘はできる
だけ伸ばします。
伸ばした手と背中が
一直線になるように
心がけます。

体をたおした時

②

肘はでできる

①

ホームページ、リニューアルしました! https :// kumareha.netお知らせ
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